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区 分 予 算 決算額 差 額 備考
（ ）決算－予算

収入
運営費交付金 ３，０３０ ３，０３０ ０
施設整備費補助金 ２２ ２２ ０
施設整備資金貸付金償還時補 １２ １２ ０
助金

自己収入 ８４９ ８３８ △１１
授業料及び入学料及び検定 ７４９ ７１４ △３５ （注１）
料収入

雑収入 １００ １２４ ２４ （注２）
産学連携等研究収入及び寄附 ３０１ ８６２ ５６１ （注３）
金収入等

計 ４，２１４ ４，７６４ ５５０

支出
業務費 ３，８７９ ３，６０９ △２７０ （注４）
教育研究経費 ３，３２６ ２，４８５ △８４１
一般管理費 ５５３ １，１２４ ５７１

施設整備費 ２２ ２２ ０
産学連携等研究経費及び寄附 ３０１ ６６３ ３６２ （注５）
金事業費

長期借入金償還金 １２ １２ ０

計 ４，２１４ ４，３０６ ９２

収入－支出 ０ ４５８ ４５８

○予算と決算の差異について

（注１）休学，退学による２３百万円の減額及び平成１７年度入学者の前倒授業料見込額１０

百万円の減額等による収入減となっています。

（注２）予算段階では見込んでいなかった光熱水料私用分を１４百万円収入計上したこと等に

より決算金額が２４百万円多額となっています。

（注３）科学技術振興調整費を含む金額規模の大きい受託研究の獲得に努めたため，予算金額

に比して５６１百万円決算金額が多額となっています。

（注４）業務費については，学内予算において不測の事態に備え計上した調整費の残額３１百

万円及び退職手当（特殊要因経費）繰越分１３７百万円の未支出によるもの等により

決算額が２７０百万円少額となっています。

なお，教育研究経費及び一般管理費については，予算段階では運営費交付金算定ルー

ルに基づき教育研究経費で整理されていた人件費の一部を，本学の実情に合わせ一般

管理費の人件費で執行したことにより，予算金額に比して決算金額の差が多額となっ

ています。

（注５）注３に示した理由により，予算金額に比して決算金額が３６２百万円多額となってい

ます。


